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人
　
事
　
案

専
決
処
分
承
認
案

条
　
例
　
案

2

☆�

風
間
浦
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

　

内
容
：
３
月
末
に
任
期
満
了
と
な
る
１
名
の
再
任
。

　
　

︵
再
任
︶
佐
賀
敏
一
氏　

☆�

風
間
浦
村
下
風
呂
財
産
区
管
理
委
員
会
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る

　

内
容
：
３
月
末
に
任
期
満
了
と
な
る
７
名
の
選
任
に
同
意
。

　

︵
再
任
︶�

金
橋
謹
一
氏
、
松
井
一
義
氏
、
扇
谷　

靖
氏
、

八
谷
宏
氏
、
小
山
攻
一
氏
、
木
村
喜
志
雄
氏
、

平
井
賢
一
氏

☆
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

内
容
：
除
雪
委
託
料　

７
５
０
万
円
の
追
加
。

☆
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
基
金
条
例

　

内
容
：�

公
共
用
の
施
設
整
備
、
住
民
生
活
の
利
便
性
の
向

上
及
び
産
業
振
興
の
た
め
の
事
業
の
財
源
に
充
て

る
た
め
基
金
を
設
置
。

☆
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

内
容
：�

印
鑑
登
録
証
明
事
務
処
理
要
領
の
一
部
改
正
に
伴

い
印
鑑
の
登
録
に
関
し
て
の
資
格
要
件
等
の
改
正
。

☆
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

内
容
：�

臨
時
職
員
等
が
会
計
年
度
任
用
職
員
に
移
行
す
る

こ
と
に
伴
い
会
計
年
度
任
用
職
員
の
服
務
に
関
す

る
規
定
を
定
め
る
改
正
。

☆
国
保
税
条
例
の
一
部
改
正

　

内
容
：�

国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額
及
び
介
護
給
付

金
課
税
額
に
係
る
課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
等

の
一
部
改
正
。

☆
特
定
教
育
・
保
育
施
設
基
準
条
例
の
一
部
改
正

　

内
容
：
法
改
正
に
伴
い
条
文
中
の
用
語
の
改
正
。

☆
重
度
医
療
条
例
の
一
部
改
正

　

内
容
：�

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
準

じ
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
支
給
対
象
者

の
住
所
地
特
例
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
改
正
。

☆
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

　

内
容
：�

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改
正
及
び
新
甲
平
の

上
団
地
Ｅ
号
及
び
Ｆ
号
の
供
用
開
始
に
伴
い
村
営

住
宅
の
家
賃
を
改
正
。

☆
ふ
る
さ
と
活
性
化
基
金
条
例
の
廃
止

　

内
容
：�

農
村
地
域
の
共
同
活
動
支
援
を
目
的
と
し
て
設
置

し
た
基
金
で
あ
り
ま
し
た
が
、
所
期
の
目
的
達
成

に
伴
い
本
条
例
を
廃
止
。

☆
下
風
呂
財
産
区
基
金
条
例
の
廃
止

　

内
容
：�

下
風
呂
温
泉
浴
舎
整
備
資
金
に
充
て
る
こ
と
を
目

的
に
設
置
さ
れ
た
基
金
で
、
現
在
村
が
事
業
主
体

と
な
り
新
浴
舎
を
建
設
中
で
あ
り
、
当
初
の
目
的

達
成
に
伴
い
本
条
例
を
廃
止
。

☆
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

　

内
容
：�

構
成
団
体
で
あ
る
﹁
三
戸
郡
福
祉
事
務
組
合
﹂
が

解
散
す
る
こ
と
に
伴
い
地
方
公
共
団
体
数
及
び
規

約
の
変
更
。

３
月
定
例
議
会全

会
一
致
同
意

全
会
一
致
承
認

冨岡　宏  村長杉山　太  議長

人事案件の開票の様子

全
会
一
致
可
決

月3
定例議会
あらまし
あらまし

専決処分1件・人事案件8件・当初予算案7件・条例案等10件・
補正予算案5件
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補
正
予
算
案

3

☆
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

内
容
：
４
２
７
万
５
千
円
の
減
額
。

　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・
国
庫
支
出
金　

８
万
２
千
円
の
追
加

　
　
　
　

・
県
支
出
金　
　

65
万
円
の
減
額

　
　
　
　

・
寄
附
金　
　
　

２
０
９
万
３
千
円
の
追
加

　
　
　
　

・
諸
収
入　
　
　

１
４
０
万
円
の
追
加

　
　
　
　

・
村　

債　
　
　

７
２
０
万
円
の
減
額

　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・
村
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金　

80
万
円
の
減
額

　
　
　
　

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
交
付
金

　
　
　
　
　

２
５
０
万
円
の
減
額

　
　
　
　

・�

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金
︵
ご
み

処
理
施
設
整
備
事
業
分
︶

　
　
　
　
　

７
９
５
万
１
千
円
の
減
額

　
　
　
　

・
除
雪
委
託
料　

５
０
０
万
円
の
追
加

　
　
　
　

・�

学
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
備
整
備
工
事
請

負
費　

６
１
２
万
２
千
円
の
計
上

　
　
　
　

・
学
校
情
報
機
器
購
入
費　

２
３
０
万
の
計
上

　
　
　
　

・
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　

２
０
９
万
３
千
円
の
追
加

☆
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
：
63
万
7
千
円
の
追
加
。

　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・
保
険
給
付
費
等
交
付
金

　
　
　
　
　

２
３
０
万
６
千
円
の
追
加

　
　
　
　

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　

１
６
６
万
９
千
円
の
減
額

　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・
国
民
健
康
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　

26
万
４
千
円
の
計
上

　
　
　
　

・�

結
核
・
精
神
疾
患
医
療
費
特
別
調
整
交
付
金
申

請
支
援
業
務
委
託
料　

37
万
３
千
円
の
計
上

☆
令
和
元
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　

内
容
：
６
１
０
万
円
の
減
額
。

　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
債

　
　
　
　
　

６
１
０
万
円
の
減
額

　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・
水
質
検
査
委
託
料　

20
万
円
の
減
額

　
　
　
　

・
易
国
間
地
区
水
道
施
設
実
施
設
計
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　

２
０
０
万
円
の
減
額

　
　
　
　

・
下
風
呂
地
区
ろ
過
池
改
修
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　

４
４
０
万
円
の
減
額

☆
令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　

内
容
：
１
千
４
０
０
万
円
の
減
額
。

　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・
国
庫
支
出
金　
　
　
３
４
６
万
円
の
減
額

　
　
　
　

・
支
払
基
金
交
付
金　
３
７
８
万
円
の
減
額

　
　
　
　

・
県
支
出
金　
　
　
　

２
３
５
万
円
の
減
額

　
　
　
　

・
繰
入
金　
　
　
　
　

４
４
１
万
円
の
減
額

　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・
保
険
給
付
費　

１
千
４
０
０
万
円
の
減
額

☆
令
和
元
年
度
下
風
呂
財
産
区
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

内
容
：
歳
出
予
算
の
内
容
の
更
正
。

　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・
温
泉
総
務
費　
　
　

25
万
円
の
追
加

　
　
　
　

・
予
備
費　
　
　
　
　

25
万
円
の
減
額

３
月
定
例
議
会

定例会の様子採決の様子

全
会
一
致
可
決
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令和２年度
一般会計予算 28億円

及び各特別会計予算は
全会一致可決全会一致可決

4

　令和２年度一般会計・特別会計の各当初予算が第１回村議会定例会

で可決されました。

一般会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ２８億７７１８万９千円と

なり、平成３１年度当初予算と比較して、５．３％の増額となりました。

○一般会計予算
２，８７７，１８９千円

（前年度）
（増　減）

2,731,891
１４５，２９８

千円
千円

○国民健康保険特別会計予算
３０２，８１０千円

（前年度）
（増　減）

312,123
△９，３１３

千円
千円

○簡易水道特別会計予算
２８３，３６０千円

（前年度）
（増　減）

158,185
１２５，１７５

千円
千円

○介護保険特別会計予算
３３８，７０５千円

（前年度）
（増　減）

372,064
△３３，３５９

千円
千円

○後期高齢者医療特別会計予算
３１，５５０千円

（前年度）
（増　減）

32,713
△１，１６３

千円
千円

○下風呂財産区一般会計予算
６，６６2 千円

（前年度）
（増　減）

14,302
△７，６４０

千円
千円

○易国間財産区一般会計予算
３３１千円

（前年度）
（増　減）

342
△１１

千円
千円

【各会計予算編成状況】

令
和
２
年
度
予
算
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議会費
1.8%

民生費
14.4%

衛生費
9.7%農林水産業費

7.0%

商工費
2.7%

土木費
3.2%

消防費
8.3%

教育費
5.8%

災害復旧費
0.0%

公債費
12.8%

諸支出金
8.8%

予備費
0.3%

労働費
0.0%

総務費
25.2%

地方交付税
43.1%

依存財源
75.3%

自主財源
24.7%

県支出金
14.6%

村債
13.2%

国庫
支出金
2.7%

その他
20.9%

その他
1.7%

村税
3.8%

歳出合計
28億7,718

万円

歳入合計
28億7,718

万円

5

科　　　　　目 予　　算　　額 比　　率 前年度予算額 予算の比較
１ 村 税 109,285 3.8 110,177 △ 892
2 地 方 譲 与 税 13,569 0.5 12,848 721
3 利 子 割 交 付 金 207 0.0 295 △ 88
4 配 当 割 交 付 金 195 0.0 334 △ 139
5 株式等譲渡所得割交付金 155 0.0 272 △ 117
6 地 方 消 費 税 交 付 金 34,109 1.1 32,715 1,394
7 環 境 性 能 割 交 付 金 1,529 0.1 2,864 △ 1,335
8 地 方 特 例 交 付 金 482 0.0 271 211
9 地 方 交 付 税 1,240,000 43.1 1,210,000 30,000

10 交通安全対策特別交付金 1 0.0 1 0
11 分 担 金 及 び 負 担 金 782 0.0 971 △ 189
12 使 用 料 及 び 手 数 料 37,746 1.3 28,938 8,808
13 国 庫 支 出 金 76,685 2.7 74,517 2,168
14 県 支 出 金 419,362 14.6 256,663 162,699
15 財 産 収 入 7,192 0.3 7,299 △ 107
16 寄 附 金 9,001 0.3 7,001 2,000
17 繰 入 金 478,277 16.6 450,711 27,566
18 繰 越 金 10,000 0.3 10,000 0
19 諸 収 入 58,412 2.1 54,914 3,498
20 村 債 380,200 13.2 471,100 △ 90,900
歳　　入　　合　　計 2,877,189 100.0 2,731,891 145,298

科　　　　　目 予　　算　　額 比　　率 前年度予算額 予算の比較
１ 議 会 費 51,872 1.8 50,664 1,208
2 総 務 費 724,936 25.2 721,695 3,241
3 民 生 費 415,187 14.4 419,599 △ 4,412
4 衛 生 費 277,448 9.7 279,295 △ 1,847
5 労 働 費 2 0.0 2 0
6 農 林 水 産 業 費 201,869 7.0 174,495 27,374
7 商 工 費 78,574 2.7 78,250 324
8 土 木 費 92,663 3.2 115,830 △ 23,167
9 消 防 費 238,165 8.3 236,964 1,201

10 教 育 費 166,896 5.8 162,186 4,710
11 災 害 復 旧 費 4 0.0 4 0
12 公 債 費 368,253 12.8 387,837 △ 19,584
13 諸 支 出 金 252,486 8.8 96,563 155,923
14 予 備 費 8,834 0.3 8,507 327

歳　　出　　合　　計 2,877,189 100.0 2,731,891 145,298

令
和
２
年
度
予
算

令和2 年度　一般会計予算状況（単位：千円、％）
【歳　入】

【歳　出】
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科　　　目 予　算　額 主　　　な　　　内　　　容

1. 議 会 費 51,872 ○議員報酬並びに職員給与
○研修旅費

2. 総 務 費 724,936
○防災行政無線設備デジタル化整備工事請負費
○下風呂温泉整備費
○旧易国間小中学校校舎建物解体工事請負費

3. 民 生 費 415,187
○障害者福祉計画策定支援業務委託料
○風間浦村社会福祉協議会補助金
○風間浦保育所指定管理委託料

4. 衛 生 費 277,448

○インフルエンザ予防接種委託料
○はつらつ育成事業医療給付費
○健康診査事業委託料
○廃棄物収集運搬業務委託料
○下北医療センター診療所費負担金

5. 労 働 費 2 （項目設定のみ）

6. 農林水産業費 201,869

○ネット電気柵関係原材料費
○下北北部地区中山間地域総合整備事業費負担金
○水産多面的機能発揮事業負担金
○蛇浦漁港機能強化工事請負費

7. 商 工 費 78,574
○消費喚起プレミアム商品券発行事業補助金
○ゆかい村風間浦村鮟鱇ブランド戦略事業補助金
○桑畑温泉施設管理費

8. 土 木 費 92,663
○甲住宅線道路改良工事費
○新甲平ノ上団地建築工事費
○甲平ノ下区域急傾斜地崩壊対策事業負担金

9. 消 防 費 238,165 ○下北地域広域行政事務組合消防分署負担金
○非常備消防事務委託料

10. 教 育 費 166,896

○学校施設長寿命化計画策定業務委託料
○統合型校務支援システムリース委託料
○子ども学習塾運営委託料
○村民野球場トイレ改修工事請負費

11. 災 害 復 旧 費 4 （項目設定のみ）

12. 公 債 費 368,253 ○地方債元金償還金並びに利子
○一時借入金利子

13. 諸 支 出 金 252,486 ○地域活性化基金積立金
○核燃料サイクル交付金事業基金積立金

14. 予 備 費 8,834

歳　出　合　計 2,877,189

令
和
２
年
度
予
算

目的別歳出予算の主な内容
（ 単 位 ： 千 円 ）
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総
務
常
任
委
員
会

３
月
６
日
開
催
（
欠
席
委
員
な
し
）

議
会
運
営
委
員
会

２
月
21
日
開
催
（
欠
席
委
員
な
し
）議会運営委員会の様子

7

　

令
和
２
年
第
１
回
定

例
会
で
本
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
16
議
案
に
つ

い
て
議
案
順
に
担
当
課

か
ら
説
明
を
受
け
審
査

を
行
っ
た
。

　

令
和
２
年
第
１

回
３
月
定
例
会
の

運
営
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
審
議

し
た
。

☆
定
例
会
は

　

今
期
定
例
会
は
、
３
月
５

日
招
集
の
意
向
を
受
け
、
提

出
と
な
る
案
件
等
を
勘
案
し

た
結
果
、
会
期
は
、
同
日
よ

り
11
日
ま
で
の
７
日
間
と
す

る
。

　

招
集
告
示
日
は
２
月
25

日
、
一
般
質
問
は
、
通
告
期

限
ま
で
に
２
名
の
通
告
が
あ

り
受
理
さ
れ
た
。

　

開
会
初
日
の
５
日
は
、
会

期
の
決
定
、
施
策
要
旨
及
び

提
案
理
由
の
説
明
、
特
別
委

員
会
の
設
置
、
各
委
員
長
報

告
、
議
案
審
議
及
び
一
般
質

問
ま
で
と
し
散
会
、
６
日
か

ら
10
日
は
休
会
し
、
６
日
に

総
務
常
任
委
員
会
、
下
風
呂

温
泉
施
設
整
備
及
び
役
場
消

防
庁
舎
整
備
計
画
に
係
る
特

別
委
員
会
を
開
催
。
９
日
及

び
10
日
の
２
日
間
は
、
予
算

審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
。

ま
た
、
10
日
に
は
、
大
間
原

子
力
発
電
所
対
策
特
別
委
員

会
を
開
催
。
11
日
本
会
議
を

再
開
し
、
各
委
員
長
報
告

後
、
議
案
等
の
審
議
を
行

う
。

☆
新
年
度
予
算
の
審
議
は

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
並
び
に
各
特
別
会
計

当
初
予
算
の
審
議
は
、
例
年

ど
お
り
全
議
員
で
構
成
す
る

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
こ
れ
に
付
託
し
審
議

す
る
。

☆
議
案
の
取
扱
い
は

　

新
年
度
各
会
計
当
初
予
算

及
び
人
事
案
件
を
除
く
議
案

を
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託

し
審
議
す
る
。

☆
人
事
案
件
の
表
決
方
法
は

　

下
風
呂
財
産
区
管
理
委
員

に
つ
い
て
は
、
下
風
呂
自
治

会
か
ら
の
推
薦
を
受
け
て
の

提
案
で
あ
る
の
で
、
一
括
起

立
採
決
と
し
、
教
育
委
員
に

つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
無

記
名
投
票
で
行
う
。

委
員
会
報
告

蛸島　巨 委員長

総務常任委員会の様子

中嶋　茂 委員長
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下
風
呂
温
泉
施
設
整
備
及
び

役
場
消
防
庁
舎
整
備
計
画
に

係
る
特
別
委
員
会

３
月
６
日
開
催
（
欠
席
委
員
な
し
）

8

行

政

側

か

ら

☆�

下
風
呂
温
泉
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て

　

下
風
呂
温
泉
施
設
展
示
場

等
製
作
業
務
委
託
料
の
契
約

締
結
の
内
容
説
明
及
び
工
事

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
、
工
事
に
つ
い
て

☆
議
案
審
査
に
つ
い
て

委　
　
　

員

問
　

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
基

金
の
将
来
的
な
基
金
の
活
用

に
つ
い
て

行
政
側
か
ら

　

国
・
県
と
、
そ
の
都
度
、

協
議
し
な
が
ら
検
討
し
進
め

て
い
く
。

委　
　
　

員

問
　

村
営
住
宅
料
金
の
改
正
に

つ
い
て

行
政
側
か
ら

　
家
賃
の
改
正
に
つ
い
て
は
、

国
で
定
め
た
基
礎
額
に
よ
り

毎
年
度
改
正
し
て
い
る
。

委　
　
　

員

問
　

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

減
額
に
つ
い
て

行
政
側
か
ら

　

協
議
会
職
員
１
名
減
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

委　
　
　

員

問
　

介
護
・
福
祉
費
等
給
付
費

減
額
に
つ
い
て

行
政
側
か
ら

　

障
害
者
施
設
サ
ー
ビ
ス
人

数
の
減
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

委　
　
　

員

問
　

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
増
額
分
に
つ
い
て

行
政
側
か
ら

　

利
用
者
３
名
の
増
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

【
審
査
結
果
】

付
託
さ
れ
た
議
案
16
件
は
全
議
案
を
全
会
一

致
で
承
認
及
び
可
決
と
し
た
。

議
案
第
30
号　

令
和
元
年
度
風
間
浦
村
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
を
補
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
31
号　

令
和
元
年
度
風
間
浦
村
下
風
呂
財
産
区
一
般

会
計
予
算
を
補
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

付
託
さ
れ
た
議
案

議
案
第
１
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
17
号　

風
間
浦
村
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
基
金
条
例

に
つ
い
て

議
案
第
18
号　

風
間
浦
村
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
19
号　

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
20
号　

風
間
浦
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
21
号　

風
間
浦
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
22
号　

風
間
浦
村
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
23
号　

風
間
浦
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
24
号　

風
間
浦
村
ふ
る
さ
と
活
性
化
対
策
基
金
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
25
号　

風
間
浦
村
下
風
呂
温
泉
浴
舎
整
備
基
金
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
26
号　

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
27
号　

令
和
元
年
度
風
間
浦
村
一
般
会
計
予
算
を
補

正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
28
号　

令
和
元
年
度
風
間
浦
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
を
補
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
29
号　

令
和
元
年
度
風
間
浦
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

予
算
を
補
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

委
員
会
報
告

能登　勝彦 委員長

委員会の様子
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
欠
席
委
員
な
し
）

３
月
９
日
開
催

9

行
政
側
か
ら

　

起
債
等
を
活
用
し
補
正
対

応
。委

員
長
の
集
約

　

下
風
呂
温
泉
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
行
政
側
か

ら
の
運
営
内
容
等
も
報
告
し

て
も
ら
い
、
状
況
を
見
な
が

ら
委
員
会
を
開
催
し
て
い

く
。

☆�

役
場
及
び
消
防
庁
舎
整
備

計
画
に
つ
い
て

　

役
場
及
び
消
防
庁
舎
等
配

置
計
画
の
内
容
及
び
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
。

委　
　
　

員

問
　

当
初
計
画
の
財
源
の
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
に
つ
い

て
。

行
政
側
か
ら

　

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

は
、
令
和
２
年
度
ま
で
工
事

着
手
し
た
事
業
に
充
当
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
期
間
が
延

び
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

県
と
協
議
し
な
が
ら
防
災
対

策
債
や
起
債
の
有
利
な
財
源

で
計
画
し
て
い
く
。

は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
機
器
の
納
入
が
遅
れ
完

成
見
込
み
が
３
カ
月
遅
れ
る

状
況
に
あ
る
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

委　
　
　

員

問
　

開
業
の
遅
れ
に
よ
る
損
失

は
。

行
政
側
か
ら

　

実
際
に
営
業
し
て
見
て
か

ら
に
な
る
が
、
営
業
時
期
が

ず
れ
る
こ
と
に
よ
る
損
失

は
、
さ
ほ
ど
な
い
と
思
わ
れ

る
。

委　
　
　

員

問
　

工
期
の
遅
れ
に
伴
う
下
風

呂
財
産
区
と
の
契
約
は
。

行
政
側
か
ら

　

事
務
の
引
継
ぎ
は
、
10
月

１
日
を
予
定
し
て
い
た
が
、

再
度
協
議
の
上
進
め
て
い

く
。

委　
　
　

員

問
　

工
期
の
遅
れ
に
伴
い
変
更

契
約
等
が
生
じ
た
場
合
の
財

源
等
は
。

委　
　
　

員

問
　

新
庁
舎
等
予
定
地
か
ら
の

消
防
車
両
等
の
通
行
可
能
な

道
路
の
拡
幅
等
は
。

行
政
側
か
ら

　

将
来
的
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

つ
い
て
も
、
車
両
も
通
れ
る

よ
う
に
し
、
う
回
路
と
し
て

必
要
な
道
路
に
関
し
て
も
十

分
検
討
し
て
い
く
。

委
員
長
の
集
約

　

役
場
及
び
消
防
庁
舎
整
備

計
画
業
に
つ
い
て
も
、
随
時

委
員
会
を
開
催
し
行
政
側
か

ら
の
説
明
を
求
め
て
い
く
。

予算審査特別委員会を設置し、３月９日に審議した。
各委員からの主な質疑及び行政側からの答弁は、次のとおりです。

委
員
会
報
告

下風呂温泉施設等工事進捗状況（３月末 40％見込）

蛸島　巨 委員長

予算審査特別委員会審査の様子

令和２年度一般会計予算及び各特別会計予算を全会一致可決
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委
員
会
報
告

風間浦村個別施設計画策定業務
委託料について

建物の点検・診断により、今後の公共施
設の維持管理や個別の対策に関する優先
順位などの計画を取りまとめるもの。

＆

コミュニティバスの停留所の設
置場所等について

定期交通バスとの兼合いや土地所有者
等の関係があるが、高齢化が進む中で
あり、今後、検討・協議していきたい。

＆

生きがい活動支援通所事業内容に
ついて

社会福祉協議会で行っているデイサー
ビスに介護認定がされていない人で
も、通所できるよう支援する事業。

＆

廃棄物収集運搬業務委託料の増額について 消費税の増額分及び賃金等単価増額分。＆

易国間漁港整備事業負担金について 防波堤11ｍ延長に伴う負担金。＆

下風呂漁港改修事業負担金について 荷捌き付近の耐震強化工事に係る負担金。＆

村民野球場トイレ改修工事の財源について Ｊパワーと協議しながら進めていく。＆

活イカ備蓄センター指定管理委託
料に係る協定の管理について

業者からの実績報告をもとに精査
し管理結果を報告する。＆

消費喚起プレミアム商品券について 商工会と時期、販売場所等を協議
し、早急に事業を実施する。＆

緑町線道路改良工事請負費について 緑町線の側溝整備については、５年以上か
かる予定で優先順位を決めて進めていく。＆

全７会計予算については、全会一致で可決し、１日繰上げて閉会した。
採決結果等

委 員 か ら の 質 疑

委員から 行政側から
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大
間
原
子
力
発
電
所
対
策
特
別
委
員
会

（
欠
席
委
員
な
し
）

３
月
10
日
開
催

11

☆�

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査

の
対
応
状
況
等
に
つ
い
て

☆�
大
間
原
子
力
発
電
所
新
設

工
事
２
０
２
０
年
度
主
要

工
事
概
要
に
つ
い
て

☆�

大
間
原
子
力
発
電
所
建

設
・
運
転
差
止
等
請
求
訴

訟
の
審
理
状
況
に
つ
い
て

　

内
容
：
電
源
開
発
株
式
会

社
大
間
原
子
力
発
電
所
よ

り
、
楠
瀬
本
部
長
他
７
名
が

出
席
し
、
審
査
会
合
内
容
説

明
及
び
２
０
２
０
年
度
の
工

事
概
要
が
説
明
さ
れ
、
新
規

制
基
準
の
影
響
を
受
け
な
い

範
囲
に
お
い
て
、
建
築
・
機

械
電
気
工
事
及
び
土
木
工
事

を
行
う
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
２
件
の
訴
訟
の
審

理
状
況
に
つ
い
て
は
、
大
間

計
画
に
支
障
が
な
い
よ
う
、

会
社
と
し
て
は
適
宜
、
適
切

に
対
応
し
て
い
く
と
の
説
明

で
し
た
。

☆
そ
の
他

　

大
間
原
子
力
発
電
所
に
お

け
る
火
災
発
生
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。　
　
　

委　
　
　

員

問
　

建
設
所
に
お
け
る
火
災
発

生
に
係
る
再
発
防
止
策
の
徹

底
に
つ
い
て会

社
側
か
ら

　

管
理
面
で
の
原
因
を
踏
ま

え
、
再
発
防
止
策
の
徹
底
を

図
り
地
域
の
方
々
の
信
用
を

取
り
戻
す
よ
う
当
社
社
員
の

意
識
の
向
上
と
再
発
防
止
に

努
め
て
行
く
。

行
政
側
か
ら
の
報
告

☆�

大
間
原
発
三
ヶ
町
村
協
議

会
要
望
活
動
報
告
に
つ
い

て

　

内
容
：
令
和
２
年
２
月
12

日
に
国
土
交
通
省
、
経
済
産

業
省
、
電
力
安
定
供
給
推
進

議
員
連
盟
及
び
県
選
出
国
会

議
員
へ
の
三
ヶ
町
村
協
議
会

で
の
訪
問
要
望
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

☆
そ
の
他

委　
　
　

員

問
　

国
道
の
村
内
監
視
カ
メ
ラ

設
置
の
要
望
に
つ
い
て
。

行
政
か
ら

　

交
通
安
全
対
策
・
防
犯
対

策
等
の
各
方
面
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

電
源
開
発
㈱
か
ら

金森　一規 委員長

委
員
会
報
告

大間原子力発電所対策特別委員会の様子

電源開発（株）大間原子力発電所
楠瀬本部長による挨拶
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　一般質問とは、定例会（臨時会は除く。）にお
いて、議員が、あらかじめ通告して、村の施策の
状況や方針について、報告・説明を求めたり質問
することです。当村議会においては、一般質問者
の持ち時間は１時間に制限されています。
　今期定例会では、２名の議員が一般質問を行い
ました。

Ａ
長村

　

国
に
つ
い
て
は
、
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
が

無
償
化
の
対
象
だ
が
風
間
浦
村
で
は
、
少
子

化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
将
来
の
村
の
貴
重

な
人
材
を
育
む
意
味
で
も
、
全
て
の
乳
幼
児

を
平
等
に
対
象
と
し
て
い
る
。

Ａ
長育教
　

奨
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
に
お
い

て
、
在
学
証
明
書
の
提
出
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
入
学
前
の
交
付
は
出
来
な
い
。

Ａ
長村

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設
や
定
住
奨
励
金
制

度
を
設
け
て
い
る
が
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
申

し
込
み
、
仲
介
役
の
住
宅
建
物
取
引
業
者
の

申
し
込
み
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
少
子
化
対
策
と
し
て
、
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
子
ど
も
「
医
療
費

の
無
償
化
」
・
「
保
育
所
無
償
化
」
を
実
践

し
て
い
る
。

Ａ
長村

　

複
数
の
大
学
を
受
験
し
ま
す
と
入
学
金
を

そ
れ
ぞ
れ
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
入
学
金

と
か
入
学
前
の
諸
経
費
に
使
い
た
い
と
の
要

望
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
運
用
上
の
問
題
が

あ
る
の
で
は
と
い
う
事
で
、
新
年
度
で
の
貸

し
付
け
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
員議舘北
　

保
育
料
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
全
児
童
対

象
と
い
う
の
は
、
所
得
の
平
等
に
欠
け
る
の

で
は
な
い
か
。

Ｑ
員議舘北
　

奨
学
資
金
を
入
学
前
に
交
付
出
来
な
い
も

の
か
。

Ｑ
員議舘北
　

移
住
定
住
促
進
、
空
き
家
の
利
活
用
及
び

少
子
化
対
策
の
現
状
は
。

Ｑ
員議舘北

　

出
産
祝
金
の
支
給
の
考
え
は
な
い
の
か
。

Ａ
長村

　

一
時
的
な
お
祝
金
よ
り
は
、
子
育
て
期
間

全
般
を
支
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
で
、

総
合
的
な
見
地
か
ら
様
々
な
負
担
軽
減
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
全
国
の
先
例
地
等
の
町
村
の
例
も

参
考
に
お
祝
金
に
限
ら
ず
全
て
の
面
で
検
討

し
て
い
く
。

Ｑ
員議舘北
　

入
学
金
等
も
必
要
と
な
る
の
で
、
名
目
を

変
え
て
で
も
早
く
出
来
な
い
の
か
。

一
般
質
問

北舘　智明 議員

1. 保育料の無償化について
2. 奨学金貸付金制度について
3. 移住定住促進等について

１
．
保
育
料
の
無
償
化
に
つ
い
て

２
．
奨
学
金
貸
付
金
制
度
に
つ
い
て

３
．
移
住
定
住
促
進
等
に
つ
い
て

保育料無償化対策を実施している
風間浦保育所



かざまうら議会広報　第 99号（令和２年４月発行）13

Ａ
長　村

・
「
定
住
応
援
む
ら
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

数
値
目
標
は
、
5
年
間
で
5
世
帯
で
、
現
在
は
5
世
帯
21
名
で
目
標
世
帯
数

は
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
。

　

今
後
も
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
並
び
に
定
住
奨
励
金
制
度
な
ど
の
周
知
に
努

め
る
。

・
「
き
ず
な
応
援
む
ら
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

観
光
入
込
者
目
標
数
６
万
２
千
人
に
対
し
、
今
年
度
末
見
込
み
６
万
７
千
６

百
96
人
と
目
標
値
達
成
。

　

ゆ
か
い
村
魅
力
発
信
事
業
を
展
開
し
、
よ
り
一
層
の
誘
客
事
業
に
取
組
む
。

・
「
名
物
応
援
む
ら
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　

5
年
間
新
規
就
業
者
数
3
人
の
目
標
に
対
し
、
現
在
1
人
と
達
成
率
は
、
33

パ
ー
セ
ン
ト
。

　

ウ
ニ
の
畜
養
試
験
、
稚
ナ
マ
コ
の
放
流
な
ど
積
極
的
に
実
施
し
、
安
定
し
た

漁
業
収
入
の
確
保
に
繋
が
る
よ
う
取
組
む
。

・
「
子
育
て
応
援
む
ら
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

子
ど
も
学
習
塾
の
受
講
者
数
が
年
間
目
標
２
０
０
人
に
対
し
、
今
年
度
２
５

９
人
で
目
標
を
達
成
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
学
習
が
小
中
学
校
で
も
実
践
さ
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
に
は
学
校
法
人
同
志
社
か
ら
専
門
教
員
を
招
致
す
る
な
ど
将
来
を
担

う
子
ど
も
達
の
多
様
性
を
育
む
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

・
「
健
康
応
援
む
ら
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

男
女
と
も
目
標
値
を
達
成
。
各
種
検
診
の
無
料
化
、
予
防
接
種
無
料
化
及
び

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
、
湯
っ
こ
の
会
及
び
老
人
無
料
入
浴
事
業
な
ど
を
継

続
実
施
し
て
い
く
。

Ａ
長村
　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
把
握
し
て
い
る
状

況
及
び
担
当
介
護
支
援
専
門
員
の
情
報
を
基

に
対
象
者
を
把
握
し
周
知
し
、
個
々
の
対
象

者
に
適
し
た
リ
ハ
ビ
リ
計
画
を
作
成
し
実
施

す
る
。

Ａ
政行
　

対
象
者
数
は
16
名
で
、
訪
問
回
数
は
月
に

2
回
実
施
。

Ｑ
員議嶋中

５
つ
の
重
点
施
策
の
達
成
状
況
と
新
た
な
戦
略
は
。

Ｑ
員議嶋中
　

村
の
対
象
者
へ
の
周
知
と
、
ど
の
よ
う
な

形
で
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
事
業
を
実
施
す
る
の
か
。

Ｑ
員議嶋中
　

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
対
象
者
数
及
び
訪
問
回

数
は
。

一
般
質
問

中嶋　茂 議員

１．�風間浦村まち・ひと・しごと創生
総合戦略の達成状況について

２．リハビリ難民対策について
１
．�

風
間
浦
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
達

成
状
況
に
つ
い
て

２
．
リ
ハ
ビ
リ
難
民
対
策
に
つ
い
て

学校法人同志社専門員による ICT 教育の様子
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議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
委
員
長
　
飯
田
さ
つ
き

　
　
副
委
員
長
　
蛸
島
　
　
巨

　
　
委
　
員
　
北
舘
　
智
明

　
　
　
〃
　
　
能
登
　
勝
彦
　

　
　
　
〃
　
　
中
嶋
　
　
茂

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
、
日

本
中
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま

す
。

　
本
村
に
も
い
ろ
い
ろ
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
は
、
感
染
予

防
、
体
調
管
理
に
努
め
て
い
た

だ
き
、
早
く
終
息
す
る
事
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
小
中
学
校
が
臨
時
休
校

中
で
す
が
卒
業
式
は
、
卒
業

生
、
父
兄
、
先
生
だ
け
の
参
加

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
柔
ら
か
い
春
の
日
差
し
の
入

学
式
に
は
、
村
民
の
皆
様
と
共

に
祝
い
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
文
：
能
登
）

　今年は、コロナウイルスの影響により、1回だけの開催となった「布海苔採り体
験ツアー」でしたが、県内外から 48名の参加のもと蛇浦海岸で開催されました。
　一人旅で風間浦村を訪れていた東京の若い女性もふのり採りに初挑戦していまし
た。
　また、焼きホタテやふのり汁が振舞われるなど参加された方々は、楽しい時を過
ごしていました。
　また、来年も是非起こし下さい。お待ちしております。　　　　（取材：飯田）

『第27回布海苔採り体験ツアー』

ち
ょ
っ
と
一
言

編
集
後
記


